
     2013年度 日本ロシア文学会関東支部研究発表会・総会のご案内 

  

 修士論文、博士論文報告を中心とする研究発表会を下記のとおり、開催致します。みなさまの

お出でを賜りますよう、ご案内申し上げます。 

 

日時：2013年６月１日（土）10:50 – 17:05 

場所：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー26階 A会議室 

  JR総武線、東京メトロ有楽町線・南北線市ヶ谷駅または飯田橋駅より徒歩10分 

 都営新宿線市ヶ谷駅、都営大江戸線飯田橋駅、東京メトロ東西線飯田橋駅より徒歩10分 

http://www.hosei.ac.jp/gaiyo/campus/ichigaya/ichigaya.html 

                               

10:50  開会の辞（支部長：金田一真澄［慶應義塾大学］） 

 

【修士論文の発表】 

11:00 （１）ドストエフスキイ『白痴』におけるキリスト教思想─ヨハネ福音書とヨ 

       ハネ黙示録      （発表者：原口美早紀［東大院］ ／ 司会：井桁貞義 ） 

 

11:30 （２）エルショーフ『せむしの仔馬』─フォークロアに取材した19世紀韻文 

       物語文学における役割  （発表者：河畠孝子［早大院］ ／ 司会：鳥山祐介 ） 

 

12:00  昼休み／総会（80分：総会は12:30〜） 

 

13:20 （３）ドストエフスキー『白痴』における身体と詩学─「撫でる」行為を中心 

       として        （発表者：田中沙季［早大院］ ／ 司会：金沢美知子 ） 

                 

13:50 （４）ウラジーミル・マヤコフスキーの創作における「幼児性」の詩学 

                     （発表者：中井瑤子［早大院］ ／ 司会：佐藤千登勢 ） 

 

14:20  （５）M.A.ブルガーコフ『白衛軍』における登場人物の解析           

                     （発表者：原 真咲［東外大院］ ／ 司会：大森雅子 ） 

 

14:50 （６）ポリフォニーとラズノレーチエの相互矛盾―「散文学」に照らし出される作家・ 

         主人公の関係を中心に       （発表者：張 忱［東大院］ ／ 司会： 野中 進 ） 

 

15:20 休憩（15分） 

  

15:35  (７)２つの『虹の奔流』─ヴィクトル・ペレーヴィン作品における仏教思想と 

      一元論的思考          （発表者：笹山 啓［東外大院］ ／ 司会：野中 進 ） 

 

 



【博士論文の発表】 

16:05 （８）記憶と表象─シニャフスキー ／テルツにおける地下文学・収容所・亡命                   

             （発表者：中野幸男［東大人文社会系研究科研究員］ ／ 司会：野中 進 ） 

 

16:35 （９）ロマン・ヤコブソンの言語論における言語記号の「周縁性」  

                     （発表者：朝妻恵里子［東大］ ／ 司会：金田一真澄 ）               

17:05 閉会の辞     

 

17:30 懇親会 

    会費：一般 3000円、大学院生 1000円 

     会場：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー25階 スタッフクラブ 

 

                      問合わせ：日本ロシア文学会関東支部事務局 

                                 法政大学国際文化学部 

                                      佐藤千登勢 

                                     E-mail : robunkanto@gmail.com 

 

 

 

    


